
分科会の進め方 

【協議事項①】前期計画の目標指標の評価 

 

使用する資料 指標確認シート 

達成目標 
「市民協働会議 評価」欄の確定 
評価に対するコメント等の記載 

 

■手順 
（１）３段階評価 

・目標値に対する実績値と、市の評価を参考に、政策全体として 

「好調」「横ばい」「不調」の３段階で総合評価します。 

・市民協働会議評価欄へ記載します。 

 

＜作業１＞ 

 ①まずはそれぞれ頭の中で評価およびその理由を考える（数分間） 

 ②自身の評価を、付箋に書いて貼りだす 

 ③分科会で評価の理由について意見交換 

  ④分科会で話し合い、評価を確定させる  

 

【総合評価の例】 

  １）指標が３つあり、横ばい１つ、不調２つ 

   →不調が多く、全体としては「不調」 

  ２）指標が５つあり、好調２つ、横ばい１つ、不調２つ 

   →好調、不調同数のため、全体としては「横ばい」 

  ３）指標３つのうち、好調１つ、コロナ禍の影響で数値が急落した不調２つ 

   →コロナ前が順調な推移であれば、全体として「好調」 

    コロナ前も不調ぎみであれば、「不調」または「横ばい」 

  ※あくまで例であり、推移、市の分析を踏まえ、ご判断願います。 

 

※指標確認シートについて 

「評価」欄は、指標の実績値に対する市の自己評価です。 

目標値に対する実績値を表示しています。 

実績に対する市の分析等です。 

資料６ 

※市の自己評価の平均値を

参考として掲載していま

す。 



 

 

 

 

（２）評価に対するコメント記入 

・事業等の確認資料等も参考に、評価に対してコメントを記載します。 

 

＜作業２＞  

 ①それぞれ別紙コメントシートにコメントを記載し、事務局に提出 

  ※次回の個別の分科会までに提出をお願いします 

 ②事務局でコメントを模造紙に反映 

③次回、それを元に話し合い、分科会としてのコメントにまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コメント例 

・不調の原因のひとつに○○があるのではないか 

・○○との連携がもっと必要と感じる 

  ・現在の市の考えを継続して事業を進めてよいと考える 

  ・○○のような視点を取り入れれば、より効果があるのでは 

  ・指標のターゲットが不明確なので、もっと具体的な指標にしてはどうか。 

  ・全市民としているが、例えば○○世代のみ抜き出して指標としてはどうか 

 

※事業等の確認資料について 

政策毎に「目指す姿」を掲載。 

市が取り組んできた主な事業を抜粋して掲載。 

 

7/20 は作業１が終わっている状況を目指してください。 

作業が順調の場合、作業２に取り掛かってください。 


